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I はじめに

言語学習は間違い、失敗、習得の難しさなどの困難の連続である。言語は人間のコアである

アイデンティティに深く関わるため、それらのような困難は、人々の心の中に不安、苛立ち、

ストレス、恥ずかしさのような負の感怖を引き起こすだけでなく、白尊心を 1~)jつけられたよう

な感情を生み出す原閃ともなるりこれらの負の感情のために、学習者は言語学科に対して嫌悪

感を抱くこともあるが、これらが契機となり、学校生活や11々 の生活への不適応を引き起こす

可能性もある c したがって、困難や負の感情を克服しながら学刊を継続することが、言語習得

成功への鍵となる。この|材難や負の感情から克服する力、あるいは立ち直る}Jは「レジリエン

ス (resilience)Jと呼ばれている。

近年まで、レジ 1)エンスの概念は、第二言語習得の分野で言及されることはほとんどなかっ

たc しかし、グローパル化により、第二7刊行の習得、特にyi: 日li の判符が、読みず?き~:術のよう

な主主礎力のーっとしての地位を擁立するにつれて、そしてまた、文化や凶境を越えての移動が

期すにつれて、何らかのストレスや逆境を経験する機会がー!同地えているゥこのような状況に

鑑みて、本稿では、第二言語習得におけるレジリエンス研究と教育に向けての論を展開するo

以初に、レジリエンスとは何かについて慨折し、全般的なJlI~解を試み、応用研究の一つである

教育分野におけるレジリエンス研究を見ていく口次に、レジリエンスが第二胃詰切符において

必要とされる状況を紹介し、第二言語刊仰におけるレジリエンス研究の今後の展望と教育実践

についての提言を試みるり
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E レジリエンス研究

1 レジリ工ンスとは?

レジリエンスとは、ラテン語の rresi/ire {跳ね返る)Jに由来し (Masten& Gewirtz， 
2006)、広範な意味を持っているため、様々な訳語が用いられている。例を挙げると、「精神回

復力JfiJiji力性Jr抵抗力Jr復元力Jr折れない心Jrへこたれない心Jr立ち直る力」などがあ
る。レジリエンスの概念は、物理学や工学において、ばねやゴムバンドの様に、元々の形が崩

れることなく圧力や緊張に耐えたり、Ifll復したりする能力として使われ(湾藤・岡安， 2009:松

山・土原， 2015)、その後、心理学分野で扱われるようになり、 1970年代に入りさらに注11され

るようになった (Cutllli& Masten， 2013， Masten， 2001， Masten & Tellegen， 2012:原， 2013)。

心理学における初期のレジリエンス研究は、問題のある家庭環境や人生経験、貧困やmJW1の

暴力など、危険な育成環境にいる子どもたちについての研究から始まった。通常、こうしたリ

スクの向い、 トラウマになるような困難な環境下、レジリエンス研究でよく使用されている

言葉で言うと「逆境 (adversity)J下では、子どもたちは精神疾患や問題行動を起こすことが
予想される。しかし、そのような疾忠や行動を起こすことなく、良好な適応をしている子ども

がいるという報告がなされた。このような不適応の予防的観点と心理的危機に陥った際のフォ

ローという観点から、レジリエンスが注日されるようになり、これを附矢としてこの分野の研

究が大きく発展してきた。以来、人間発達におけるレジリエンス研究が広く行われるように

なってきたが、テロ、災害、環境、貧l材、虐待なとεの社会問題が増加あるいは顕在化したた

め、近年、特に注目を浴びている(例:Zolli & I-Iealy， 2012)。そして、このレジリエンス7iJf究

は、このような大きな社会問題に対処するだけでなく、日常生活の中で起こる厳しい、ストレ

スフルな J~l境における適応への研究にも応用範囲が広がってきているo 例えば、子育てにお

けるレジリエンス(例:足立・鈴木・久世， 2014)、ビジネスにおけるレジリエンス(例:久

世， 2015)、典文化におけるレジリエンス(例:Caruana， 2014:松山・土屋， 2015)などがあり、

教育に特化したレジリエンスとしては、児童・生徒・学生を含む学習者のレジリエンス(例:

原.2013:平野.2010)、教自ili教育を含む教削jのレジリエンス(例:Day & Gll， 2014:紺野・丹藤.

2006:佐々 木， 2014)、レジリエンスを向める教育(例:原・都築.2014)の研究がある。

人々がストレスを感じる困難状況、あるいはストレッサー(ストレスの元となる出来ヰj.)の

種類は多数存在する。 上向・木瀬・子供のレジリエンス研究会 (2015)は、子どもが!感じるス

トレッサーを大まかに次の六つに分類している。

1. カタストロフィー(大惨事)……災災豪雨災害 など

2. ネガテイプライフイベント(闘った 11\ 来事)……~Jî.故 けが病気 身近な人との死別

親の出m婚虐待 1MliijDV いじめなど

3. デイリーハッスル(日々のいらいら)……学校教f:rli 勉強友達関係家庭内での緊張

など

4.環境……貧困 家庭の機能不全(ネグレクトなど) など

5. III己要悶……障害性格学力や体力など

6.紡県……白殺自殺未遂白傷非行不登校別主登校抑うつ二次障害など(I本!
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難状況がもたらす結果がさらに逆境の原因となる)

これらは子どもを対象としたものであるが、そのほとんどが大人にも当てはまるであろう。

このように、レジリエンス研究は多岐に及ぶが、その定義も多様であり、以ドの通り研究者-

たちは独自の定義づけを行っている。

• i困難あるいは脅威的な状況にも関わらず、うまく適応する過程、能力、あるいは結果」
uvIasten. Best. & Garmezy. 1990. p.426) ・「基本的な強みであり、人間の感fl'i的・心理的構造におけるすべてのポジテイプな特徴の
基礎を成すものJ(Reivich & Shatte. 2002. p.59) ・「困難な状況からでもすぐに回復する能力J(Walker. Gleaves， & Grey. 2006. p.251) ・「深刻な結果をもたらすと考えられるような危険な経験に悩まされているにも関わらず、
比較的、良好な結果を持つ人もいるという現象J(Rutter. 2007. p.205) 

日本においては、小駈・中谷・金子・長峰 (2002) らによる「困難で脅威的な状態にさらされ

ることで一時的に心理的不健康の状態に陥っても、それを乗り越え、精神病理を示さず、よく

適応しているJ(p.58)状態を指す定義が広く支持されている。さらに近年は、r..iIasten(2011) 

の「安定、生存、発達を脅かす深刻な困難から、耐えたり、回復したりするダイナミックなシ

ステムの能力J(p.494) といった、変化という成長過程に主眼を置いた定義づけもなされてい
る。

こうした定義づけにおける多様性の背-J;t には、レジリエンスのどの側 1M に j丸点を 1~1 くかと

いった問題があるが、レジリエンス研究において、もう一つ見逃してはいけない点がある。

それは、心的外傷後成長 (PTG: Posttraumatic Growth) と呼ばれるものである (Neenan.

2009: Seligman. 2011)。困難や逆境の経験から何かポジテイブな意味を見つけることができた

場合、その困難や逆境が成長を促すことがある。 Neenan(2009)はPTGの利点として次の立

つを挙げている:( 1 )自己イメージの変化、(2 )周りの人との関係の明確化と向上、 (:3) 

人生の中の優先順位の変化。このようなPTGはすべての人に同程度に起こるわけで、はなく、そ

の!材難や逆境経験をどのように解釈するかにより、成長の有無や程度は様々となるq

2 レジリエンス要因

レジリエンスの定義同様、レジリエンスを構成している安閑も多岐にわたる。小花手U(2002) 

やGrotberg(2003)は、レジリエンス要閃を内的要凶と環境要因に大別している。内的要1*1

には、自尊心や好ましい気質などの「個人内要因J(I AM Factor)、コンピテンスや問題解決
能力などの「獲得要凶J(I CAN Factor)、そして環境安凶として、安定した家庭環境や役訓
モデルなどの íJj'i]lJ Nから提供される ~lklJ (I HAVE Factor)がある。さらに平野 (2010)は、

レジリエンスを将く多燥な要因の '1 1 には、持って~I_: まれた気質と関述の弧円、必 l刈と後天的に身

につけやすい要|叫があると考え、「資質的要因」と「獲得的要因」の二元的な分類を試みてい

る(去 1参照)。

その他の研究から興味深い要同として、紺野・丹藤 (2006)による教fllliの資質能力に関する
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表1 レジリ工ンス要因の分類

ソーシャル

スキル

コンピテンス

自己統制

共感性

社会的外交性

自己開示

ユーモア

問題解決能力

洞察力

知的スキル・学業成総

自己効力感・有能性

自律・自己制御

感情調整

出典:平野 (2010，p.96) 

チャレンジ

好ましい気質

肯定的な

未来志向

その他

興味|則，心の多様性

努力志向

抵抗力

忍耐力

楽観性

肯定的な未来志向性

身体的健康

自立

道徳心・信仰心

自己分析・自己理解

レジリエンス研究で現れた「モデル」という要悶がある。これらは「モデルになる良い教師が

周りにいるJrrいい先生jの姿が思い浮かぶJr大好きな憧れの教師がいる」など自分にとっ
ての具体的な未来像ないしは目標となりうる存在についての項目から構成されている。

これらの要凶は、一般的な状況に適応するものとして、レジリエンス研究においては非常に

参考になる一方で、領域に特化したレジリエンスについての研究を行う場合には、まだ不十分

な点があることは否めない。

3 レジリエンス研究手法

レジリエンス研究では、主に二つの研究手法の流れがある (Masten，2001， 2014)。一つは

変数中心(variable-focused)手法である。この手法は、複数の変数の関係性についての調査、

および、ある変数が別の変数に与える影響力についての検証を目的としている。この手法では、

主に階層的虫問先立分析などの多変此統計分析が行われている。もう一つは、人物中心 (person-

focused)手法である。この手法では、例えば、逆境において、その状況を来り越える人と乗り

越えられない人を比べたり、レジリエンスの向いグループとがれ、グループを比べたりと、その

結果の述いを検証している。この手法では、ケーススタデイーや、判別分析やクラスター分析

などの統計的分析も行われている。

Masten (2001)によれば、変数中心手法では、統計的分析のため、研究結果が一般化しや

すく、介入プログラムのための予測と結果を特定するのに適しているが、実際の生活における

際立つたパターンを拠え損なっているという。一方、人物中心手法は、人生の中で自然と起こ

る様々なレジリエンスの、典型的でありまた非典型的なパターンを探急転するのに過しているが、

因果関係をIVJ織に特定することが難しくなっている短所があるというの当然、両者の研究手法

を組み合わせるという研究も存在するという}

日本でのレジリエンスの研究については、尺皮作成や尺度を用いた llt(l~研究が非常に多く、

質的研究は僅少である(原，20日)。民的研究の例としては、斉藤・|吋安 (2010)や平野 (2010)

による大学生川のレジリエンス尺度の作成、紺野・丹藤 (2006)による教Oi!iレジリエンスの因
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子情j主解IYJと関連要因との因果関係の検証、久保・阿岡・鬼頭 (2015)による高校生のレジリ

エンスと自律的動機づけとの関係の検証などがある。一方、質的研究では、三宅 (2010)によ

るレジリエンス高群と低群の大学生を対象としたこ1':構造化インタビュー手法による研究や、松

111・土屋 (2015)による指導者の異文化体験とレジリエンスについてインタビューを行った研

究が挙げられる。

心.fllt学の他の領域と同じように、 id;的手法を":1心とした研究に重点が置かれたことが、レジ
リエンス研究を前進させていく上で大きな原動力となったことは評価に値する。一方で、レジ

リエンスの発達は短期的視点では把握しづらいため、質的手法を中心とした長期的視点での研

究も今後はさらに必要で、ある口

E 教育におけるレジリ工ンス研究

数多くあるレジリエンス研究において、教育|則述分野は主要な領域のうちの一つであろう口

第二言語習得は教育という点で強く関述があるため、教育関連分野でのレジリエンス研究の概

観は、今後の第二言語習得におけるレジリエンス研究に示唆を与えてくれる。教育分野でのレ

ジリエンス研究は、次の二つに大別できる。一つは、学習者に焦点を当てた研究、もう一つは

教師に焦点を当てた研究である。

学習者に焦点を当てた研究の一つの流れは、 J:述のように、教育におけるレジリエンス要凶

の特定、尺度作成、あるいはレジリエンスと|則述要凶との関係の研究である。対象者は幼児か

ら開校生や大学生と幅広い(久保他， 2015:野藤・ lil;j安， 2010: J乳 2013:平野， 2010)。もう一つの

研究の流れとしては、レジリエンスを高める研究である(原・都築， 2014)。また、学WI者のレ

ジリエンスを尚めるための教材開発も行われている (fレジリエンス教材集 1.] (深谷・上向・

子どものレジリエンス研究会， 2015)、『レジリエンス教材集2J (上島他， 2015)など)。
さらには、生徒だけではなく教師についてのレジリエンスの研究も、近年行われるように

なってきた(例:Day & Gu， 2014， Gu & Day， 2014:紺野・丹藤.2006)ロ Dayand Gu (2014) 

によれば、様々な領域におけるレジリエンスと比べると、教師のレジリエンスには三つの異な

る性格があるという:

l.文脈問有性:学校内外から、教自'!iという専門的な仕事についての彰響があること。

2.役割l同有性:教師や教えるという職業的役;切に対する特別な意欲や信念との関係があるこ
と。

3. 日常性:困難からすぐに効率よく立ち直ること以上のことで、教えている日常世界で均衡

を保ちながら、関与し、行動することに関係があること。

教師についてのレジリエンス研究の例として、キIt野・丹藤 (2006)では教師の資質能力につ
いて、「教師レジリエンス」の観点から川究を行っており、また佐々木 (2014)では、教u養
成課程におけるレジリエンス育成の課題と研究の民望について検討している。このような教育

におけるレジリエンス研究というのは、他の釦域におけるレジリエンス研究と比べて特殊であ

るかもしれなし=。と言うのも、学泊者と教O'liという関わり合う双方が主要なストレッサーにな

ることカT多うれこしてあるからである。
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U 第二言語習得におけるレジリ工ンスの必要性

第二言語習得は、学問的性質上、言語学、教育学、心理学を始めとして、社会学、人類学、

そして異文化コミュニケーション学などの分担?とも深く関述している。言語は学宵者側人のア

イデンテイティに関わるものであり、その能力の必要性が社会の中で高まるにつれ、学官者

がその言語の習得・学習過税でストレスフルな状況に直面することは多々ある。第二言語切符

においてレジリエンスの概念はこれまでほとんど扱われることはなかったが、第二言ijilt引仰に

おけるポジテイプ心理学の導入から、少しずつその必要性が認識されてきている(例えば旧

仁1，2015)。本節では、その関連領域をも合んだ第二言説宵得にまつわるレジリエンスが必要と

なる状況を検証する。特に、言語学習で・の必要性と、言語学習の過程における典文化コミュニ

ケーションでのレジリエンスの必要状況に焦点を当てることとするO

1 言語学習

言語習得は長期にわたる活動であり、その習得までにはかなりの努力を要する。そして、学

習の失敗から逃れることは出来ない。「第二言語領域というのは、ひょっとすると学刊の失敗

に非常に特徴づけられるかもしれない教育の一分野である:ほとんどすべての人が一つの言語

学習に失敗したことがあり、人によっては二つや三つの言語においても失敗した人がいるとい

うのは珍しいことではないJ(Dornyei & Ushioda. 20日， p.l42)。
言語学留におけるストレッサーは一般的なレジリエンス研究におけるストレッサーと共有す

るものもあるが、その分野独特のものもある。言ii!?皆併における代表的なものを以下に挙げる。

- 年齢にあった内容のことをうまく伝えることができない。・母語ではあまり意識することがなかった青いHH述いや発音が非常に気になる。・周りが英語のできない環境である場合、自らの話す英語に関して、刷岡の人から常に立識
される 0・試験などに代表されるように、学切成果が常に評価され、また、その試験結果が将来の方
I句を決定することがある。・lj'r.認の学習において、非常に背労を要する。

• UHく・話すなどの音声に|刻する学習では、学科成果がなかなか実感しにくい。

このようなストレスフルな状況下において、程度の差はあれ、挫折を経験する学習者が多々

いることは想像に難くない。これらの状況を解決する方法として、これまでは学習J干のモチ

ベーションを高めればすべてがうまくいくと考えられてきたように思えるυ つまり、モチベー

ションがあれば、どのような困難があろうとも、動じることなく立欲的に目標にIrjJかつて行動

を起こし続けることができる、ということである。しかし学習過程では、予期せぬlH 米 ~Ji.が

頻繁に起こり、そのことによって学習者がストレスを感じ、結果として、やる気が萎えてしま

うことはよくあることである。そしてこのことから、言i語学習に対して嫌恕!惑などの百定的な

気持ちが生じ、結果的に言語学習を11:めてしまい、刊仰の機会や将来の可能性を失うことにも

なる。ここで、逆境やストレッサーによるモチベーションの低下を最小限に抑え、ヴ:i習を説者jbt
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するためのレジリエンスの力が必要になるのである川

言語学習においてレジリエンスを扱った初期の研究に、 Oxfordらによるー述の研究がある

(Oxford. 2015， Oxford. Acuna. Hernandez. & Smith. 2015. Oxford. Meng. Zhou. Sung， & Jain. 

2007) 0 Oxford et a1. (2007)は、ある中I五l入学WI者によるレジリエンスを明らかにしている口

この研究での中国人学判者は、 IiYj校時代、英語にじl信を持っていたものの、大学に入り、教民

たちによる彼女の発音への指摘や、そのことを周りの友達から笑われることにより、発背に対

して I~I 信を失い、さらに地方の付の出身であることや民家の子であることをも恥ずかしく思っ

た。しかし、ある時、彼女が習っている英語教師が地区の当局による授業観察を受けたとき、

このJjl国人学習者は先陣を切って英語で訴し、その結果、教師を助けただけでなく、自らの資

質に自信を持ち、そしてレジリエントになったという。また、 Oxfordet a1. (2015)による研

究では、コスタリカの英語学:刊者による英語学習肢の話について記述分析が行われた。分析の

結果、参加者の一人は非常に強いレジリエンスを示しており、困難を乗り越えてきたという経

験について、何度も繰り返し語ったという u 例えば、「あらゆる困難をものともせずに私がや

り遂げたことで、私がどのようにクラスメートに希望を与えているかを、彼らは時々言ってい

るわ」、「今の自分(大学の英語教授)へと大出l任したわ」、「私の訴は、他の人が、たとえ最初

は無理に思えたって、したいことをするべきっていうのに役立つと思うの」との発言があった。

言語学習経験には、社会的な大惨事によるストレッサーではないにしても、自尊心を脅かす

ような逆境がある。一方で、逆境や困難な状況を来り越えることによって起こるPTGや、困
難を来り越えようともがいている最中に発見する「新しい自分 (newself) J (Oxford et al.. 

2007)は注目に値する。

2 異文化コミュニケーション

言訪i習得の過程において、典文化コミュニケーションは重要な学習事項の一つである。外国

語として学んでいる言語の場合、学習言語が訴されている同や文化問へ行くことは、現代では

ごく当たり前になっている。それどころか、向山な語学力を獲得し語学をJf1いた職業に就くた
めには、必須経験とさえ凡なされるようになってきている。現地の言葉さえできれば他の文化

閣の人とのコミュニケーションはうまくし、く、と信じている人も少なくないが、程度の差こそ

あれ、カルチャーショックは誰もが経験する自然なプロセスである。カルチャーショックによ

り、失望感、劣等感、焦燥感、沈黙などの精神的な症状を示す人もいれば、不眠、頭痛、食欲

不振などの身体的な症状を示す結果:になることもある(鍋倉， 1997:原沢.2013)。また、その文

化に対する強烈な敵意へと変わることもあったりする口本節では、典文化コミュニケーション

におけるレジリエンスを必要とする状況事例を凡てし、く D

カルチャーショックによるストレスを引き起こす可能性のある例として、以下、三つの事

例を見る。一つ目はカナダにf/{学している日本人の例であるコ彼久・は小学校時代にアメリカ

で過ごした経験を持つが、 LI本入学校に通っていたため英語に自信を持てず、 15歳でカナダ間

学をした時は、英語力の自信のなさから英語をほ11~IMf:としない学生が通う英語学習プログラム

(ESL)から勉強をスタートしたけその学校は外Ut!入学生が多く点符し、 ESLのシステムがと

ても幣っていたため、 ESLの学生とそれ以外のレギュラーの学生との1/11に上下関係がで、きてお

り、両者の問には敵芯;や以!さしかなかったという。彼女は次のように訪っている。
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ESLの友達と一緒にいると、とても楽しいけど、自分も合めてみんな二級市民だって思う。
カナダ人たちは自分たちを「不完全なJ人間だって思ってるのを知ってるし。で、ここに
属している人たち(カナダ人)との付き合いもなくて、ここの本当の暮らしをエンジョイ

できているわけじゃない。英語もたいしてうまくなっていないしc (久米・長谷川， 2007，

p.47) 

上記の留学生は、比較的若い時点で留学した日本人の例のため、多くの一般的な日本人と状況

が迷うかもしれないが、このような印象を受けたことがある日本人留学生は非常に多いのでは

ないだろうか。

次は難民として日本に来たベトナム人の例である。彼は、日本を、努力さえすれば大学にも

行くことができる夢の国と見ており、 [1本誌を猛勉強し、日本で就職もした。しかし、仕事は

単調な流れ作業で、しかも一瞬たりとも目を離せない神経のすり減るものであり、周聞の日本

人が彼を蔑んだような態度をとるため、大変つらく、夜になってもほとんど眠れなくなってし

まったという。この原因として、久米・長谷川 (2007)は次のように考察している。

生活ペースがゆっくりとしたベトナムからやってきたホアさんにとっては、日本の生活の

すべてがカルチャーショックの述統だ、ったといえよう。 1分、 2分の遅れを気にするよう

な気の休まらない生活や、 1つのミスも許されない流れ作業の仕事、いつでも忙しそうで

他人行儀で冷たい同僚など、日本人にとってあたり前のこと 1つひとつが異文化からやっ

てきたホアさんにとっては、負担だったと考えられよう。また、せっかく一所懸命勉強し

た日本語が思ったほど役に立たず、f.1:~J~に生かせなかったことも、ホアさんのプライドを

似つけショックを大きくした一因となっていたということもありえよう。 (pp.20-21)

カルチャーショックは母国から異国へ移動する際だけでなく、一定期間海外に暮らした後で

母国に帰国した場合にも経験しうるものであり、一般的に「逆カルチャーショックJや「帰国
カルチャーショック」として研究されている。その事例を二つ紹介する。

親の海外赴任に伴って海外で、育った子どもたちは(中l哨)現地の事情や親の考えに従って

それぞれの教育を受けて帰国した口ところが、日本の学校に戻ってみると、明らかに当該

学年に相当する日本語力が不足していて、英語以外の科目ではまったくついていけない子

供が続出した。また、得意なはずの英語に|期しても悩みがあった。それは、英語を母語と

する人々と同じように発音したために、周閣の生徒たちにねたまれ、いじめの対象になっ

てしまうということだった。(久米・長谷川，2007， pp.40-41) 

この帰国子女の例は、幼少!切に文化移動をしているため、一般的な多くの人に当てはまるとは

言い難いが、言語がストレスの一因となっていることは理解できるであろう。

一方で、成人してから文化移動を経験しでも、逆カルチャーショックを受けることはある。

次は、大学を卒業するまで日本で育ち生活をしていた人の例である。彼女は英語が得意で、大学

卒業と当時にアメリカに留学し、必死に勉強した後、アメリカで就職したが、日本を離れて 6

{F.後に仕事・の関係で日本に帰国することになった口
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由香里さんの日本での生活は驚くほど「逆カルチャーショックの胤」であったという。nJr
を歩けば、中年男性が平気でつばをl吐くのに驚き、また、若い女性がやたらとグループで

固まって、「キャ一、キャーjと甲高い声で11l1.び、同じような服装をしているのに驚き、

(中略)どの人をみても上司の iLlI凹さん」にみえて附ったなど、毎日がひ、っくりの述統

であった。また、彼女が困ったのが、日本語の漢字変換の能力が衰えてきたことであった

(中略)取引先の銀行が「当行では」と言っているのが「投稿か笠校か?Jとさっぱりわ
からなかったりと、オオボケ状態の彼女に対し、「帰国子女でもないのに、あんなに外国

かぶれになるのはおかしいJi格好をつけてるだけじゃないのか」と同僚たちは首をひね
るばかりだ‘った。そんな由香里さんを悩ませたのは、会社の同僚や上司ばかりではなかっ

た。たまに帰ると実家の父親が悲しそうに「昔のお前に戻ってくれ」と言うことだ。 [;1分

はそんなに変わっているつもりはないのに、父親の日にはどうもそのようには映っていな

いようだ‘った(中略)本当の自分を受け入れてもらえていないように感じるのが、最もつ

らいことだという口(久米・長谷川.2007. p.51) 

彼女の例では、言語は逆カルチャーショックの一要因であるが、それ以上に、アメリカで身に

つけた文化規範が周囲の人にとっては大きな壁となり、彼女にとってのストレス的な状況の要

因と考えられる。

このような文化移動に起因するカルチャーショックとストレスフルな状況は、短期滞在者よ

り、長期滞在を行うことになる人々に起こる傾向があるようだ。一方で、このような凶難や逆

境を乗り越えた人々は、 PTGを経験することも多いようである。久米・長谷川 (2007)が言う

ように、「文化移動をした人は大変な思いをして新しい文化を学ばねばならず、それを成し遂

げたということは本人にとっては大きな白信である。そして、その白信がもととなり、大きな

自己肯定感が生まれているJ(pp.53-54) 0 しかし、実際はそのようなPTGがi!?定的に評価きれ
ないこともあるようである:iそんな個人にとって周聞の近しい人々が fもとの状態に戻って
くれjと願うのは、その自己肯定感のもとともなっている『文化の移動による学習や文化移動

によって起こるカルチャーショックの克服による成長jそのものを否定するということにもな

り、ただでさえ大変な母国への再適応をいっそう同難なものにしてしまうJ(pp.53-54) 0 
異文化では、普段から当たり前に考え、行っていたことが機能しなくなることによって、心

理的ストレスが大きくなる。そのため、異文化コミュニケーションによるレジリエンス研究は

必要であるにも関わらず、それほど多くは行われてはいない。特に、言語習得にまつわる異文

化コミュニケーションにおいてはほとんど研究されていない。

一方、言語習得以外の異文化経験におけるレジリエンス研究の一例として、松1.11・土原

(2015)が挙げられる。この研究では、 3名のサッカ一指導者によるアジア貢献事業によって

赴任した国での異文化体験とレジリエンス体験について明らかにしている。いずれの指導者

も「新天地での期待と不安!さがあった」と語っており、異文化経験によるポジテイプな心理的

感情を抱く半面、ネガテイプな心理的感情を抱くこともあったという。指導者の一人には「語

学力のレベルの低さに落胆した」と語り、「宗教行事による影響」に同惑した人もいた。また

「サッカーのレベルの低さと選手が規則を守らない意識の低さに落胆することが多くなった」

とのストレスを経験する人や、「就労ピザ取得のために指導できない苛立ちがあったJ、「日本
では考えられない出来事によって、どうすることもできなかった」、「困のサッカーの強化シス
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テムがしっかりしていなく、|五11祭大会で戦うレベルではなかったJとストレスフルな状況を
語っている人もいた。松111・土屋の分析の結果、海外での附蛾に直而したH寺、いかにマイナス

思考を断ち切って、気持ちを切り替えることの必要性、現地の状況と日本人のローカルマイン

ドを保ち、それを包括する柔軟な発想と行動様式を身につけることの大切さ、またコミュニ

ケーションが取れる家族や友人の存在が、早期jに立ち上がるために必要だと示唆している。

V 第二言語習得におけるレジリエンス研究に向けて

レジリエンスを必要とするストレスフルな逆境を避けることは、日々の生前をしていくうえ

でほぼ不可能であろう。一方、第二言語習得においては、そのような逆境を避けることは幾分

可能なのかもしれないが、その見返りは、将米の様々な機会のHl失になる。一方で、現在の日
本に目を移すと、英語力がどの領域においても必要とされている。例えば、英語学習の低年齢

化や必修化、また英-認による授業などがある。 Pillerand Cho (2013)による研究では、英語

がグローパル化の数泣的指標となっているため、韓国の教育業界や大学業界に英語が抑し付け

られるようになっているという。一例として、グローパル指標を上げる目的で、学習者の理解.

が不十分でも、大学で‘は英語での授業を行っているという。この実践の功罪は短期的視点では

判別しがたいものの、似たような流れが日本でも起こり始めており、第二言語習得におけるレ

ジリエンスを高めることが今後大いに必要となるだろう。本節では、第二言語判得におけるレ

ジリエンス研究に向けての提言を行うとともに、近年の急速にグローパル化する日本社会にお

けるレジリエンス教育の必要性も高まっていることを断まえて、第二言語習得におけるレジリ

エンス教育に向けての提言も行う。

1 研究への展望

第二言語習得におけるレジリエンス研究はその都制が少ないため、基礎的な研究から行う必

要があり、最初の段階としては次のことが考えられる。

1 .第二言語i背P町li!

心型理理R学.教育学におけるレジリエンス研究は参考になるが、領域に特化した要rklが考えら

れるため、要因を特定する研究が必要となる。

2.全体的な傾向の把握及びレジリエンス力診断のための尺度作成

学習者によるレジリエンスの有無やその傾向を概観し、結果の一般化をl二|指す研究におい

ては、調査を質的に行うことは非常に困難である。このような研究を行うためには、レジ

リエンスを測定する尺度が必要となるため、 Ig卜了-分析等をJIJいて妥当性のある尺度を作成

する研究を行う必要があるu

3.第二言語に特化したレジリエンスの発述研究

第二言語習得にまつわるレジリエントな人たちが、いかにその力を発述させたのかを探る

研究は、レジリエンストレーニングに向けて有効である口

4.計十学教日iliにまつわるレジリエンス研究

グローパル化する社会において、 iili学教nlli、特に兆iiIi救fIiliには線々なプレッシャーがあり、
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レジリエンスが必要となる。そのため、教職志望学生をも含む語学教fllliにまつわるレジリ

エンスについて実証的研究を行っていく必要性がある。

2 教育実践への提言

レジリエンスを高める方法を述べる前に、レジリエンス教育について、誤解.されやすい点を

説明する(深谷他 2015)。一つ目は従来の教育を否定するものではないという点である。例え

ば、従来の教育ではいじめや差別をなくすことを目指しているが、一方レジリエンス教育では、

焦点はいじめや差別に負けないことにある。いじめや差別をなくすようにすることは大切では

あるが、 100%防ぐことは限りなく不可能に近い。その様な時こそ、レジリエンス教育が威力

を発抑するのである。二つ日は、スパルタ教育ではないという点である。逆境を故意に与えて

立ち直る力を鍛えようとしているのではなし、

レジリエンスを高める方法として、様々な方法が提案されている (Rcivich& Shatte， 2002: 

Seligman， 2011:上向他， 2015:深谷他， 2015)口アメリカ心理学会 (AmericanPsychological 

Association)は次の方法を提案しているリ

1.家族や友人、その他の人とつながりを持つ(恥lakeconnections) 

2.克服できない問題として凶難を見ることを避ける (Avoidseeing crises as insurmountable 

problems) 

3.変化を生活の一部とすることを受け入れる (Acceptthat change is a part of living) 

4. 日僚に向かつて進む (Movetoward your goals) 

5.逆境に対して果敢に行動する (Takedecisive actions) 

6. 自己発見の機会を探す (Lookfor opportunities for self-discovery) 

7. 1'1分1'1身についての肯定的な見方を促す (Nurturea positive vicw of yourself) 

8.物事を大局的にとらえる (Keepthings in perspective) 

9.楽観的な見通しを維持する(rvlaintaina hopefuI outlook) 

10. I~J 分自身の心や体を大切にする (Take care of yourself) 

上記の織な一般的なレジリエンスを高める方法は有効で、ある一方で、領域に特化したレジリ

エンスの鍛え方もある(例:久米・長谷川.2007:紺野・丹藤， 2006)口

- 学切過ねにおける|封難・失敗を分析し、その怠l床を考えるn・ネイテイプスビーカーのレベルを日指す教育よりも、ノンネイテイプ・スピーカーとして
の言語刊行}を日指す教育を行う口・言-Jlf学習以外で、自信を持てるスキルを高める教育を行う 0・R文化理解の知識をつけるD・人は持同じという思い込みを持たないc

• Ellltl文化についての強みを認識する。・I~I 分がモデルとする人物を持つ。

第:三tMH可i!}におけるレジリエンスの教行と研究 -59-



U まとめ

本稿では、第二言語習得における困難や逆境に対して、折れない心、へこたれない心を持ち、

立ち直る力である「レジリエンス」について、心理学・教育学を'1:1心とするレジリエンス研究

を概観し、言語学習や典文化コミュニケーションにおける逆境において、レジリエンスとレジ

リエンス研究の必要性、そして第二言語習得におけるレジリエンス研究と教育の方向性につい

て論じてきた。困難や逆境のない人生というものは理想であるが、そのようなJJI!想的な人生を

送ることは容易ではない。むしろ、思い描いた通りの人生を送っている人は非常に少ないので

はないだろうか。逆境や困難をより適切に克服するためにも、レジリエンスを鍛えることが重

要であるが、それと同時に、「凶難に直而したとき、今度もいろいろあるだろうが、これこれ

の手liIRを踏んでいけば、あのときのように乗り越えられるだろうという見通しゃ自信。へこ

たれない心の中心はこれであると思うJ(上向他， 20日， p.l3)とあるように、苦難を来り越え

立ち直った晩にあるPTGも重要である o 第二言語習得においても、苦難:は'i~~. に付きまとうが、

それを乗り越えることによって、言語習得が行われるのであり、「新しい自分J(Oxford et al.， 
2007)を見つけることができるのである。

言語習得は長期にわたる活動である。成功にIIIJけてはモチベーションが常に大切だと考えら

れてきたが、それだけでは不十分である。学習過程は常に逆境にあふれ、モチベーションを下

げる出来事が数多くある。そのため、レジリエンス力によってモチベーションを補う必要があ

る。このことから、第二言語習得におけるレジリエンスについての研究の活発化がつとに期待

される。ニーチェの格言が本稿をまとめてくれよう:r私を殺さないものは私を一府強くする
(What does not kill me makes me stronger.) J (Seligman， 2011. p.l59)。すなわち、人生は試
練の連続であるが、試練があるからこそ我々は強く、そして成長できるのである。そして、言

語学習においても、失敗や困難があるからこそ、克服することによって習得できるのである。
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